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南
あ
わ
じ
市
連
合
自
治
会
（
伊

達
勝
繁
会
長
）
が
、
組
織
を
よ
り

効
率
的
に
運
営
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
旧
町
単
位
に
あ
っ
た
４
支
部

（
緑
、
西
淡
、
三
原
、
南
淡
）
を

廃
止
す
る
な
ど
組
織
の
再
編
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
来
年
度
の
役
員
改

選
時
か
ら
市
内
２
０
３
の
自
治
会

の
地
区
代
表
か
ら
理
事
（
21
人
）

が
選
出
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
13
日
、
市
役
所
中
央
庁
舎

で
臨
時
役
員
総
会
が
行
わ
れ
、
新

た
な
組
織
編
成
の
承
認
と
、
会
則

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▲自治会臨時総会で方針が決定（11月13日）

自
治
会
、支
部
制
度
を
廃
止

　

現
在
、
防
災
対
策
を
最
重
要
課

題
の
一
つ
と
し
て
力
を
注
い
で

お
り
ま
す
が
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
や
小
中
学
校
の
耐
震
化
率

１
０
０
％
な
ど
、
各
地
域
や
関
係

者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
一
定

の
成
果
が
表
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
巨
額
の
費
用
を
必
要

と
す
る
事
業
は
簡
単
に
は
実
現
で

き
ま
せ
ん
。
国
や
県
へ
の
陳
情
を

重
ね
、
重
要
性
・
緊
急
性
を
繰
り

返
し
訴
え
、
執
念
を
持
っ
て
食
い

下
が
ら
な
い
と
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
努
力
も
実
り
、
懸
案
事
項

だ
っ
た
低
地
帯
の
防
災
対
策
に
は
、

多
額
の
予
算
を
想
定
し
た
三
原
川

水
系
河
川
整
備
計
画
が
や
っ
と
動

き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
南
の
玄
関
口
と
し
て
重

要
な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
福
良

地
区
で
は
、
京
都
大
学
防
災
研
究

所
長
の
河
田
先
生
な
ど
の
ご
尽
力

も
い
た
だ
き
、
福
良
津
波
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設
や
護
岸
改
良

な
ど
約
30
億
円
を
投
じ
て
「
み
な

と
振
興
整
備
事
業
」
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
同
事
業
の
特
認
で
、

高
齢
化
率
30
％
を
超
え
る
福
良
地

区
の
活
性
化
と
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

と
い
う
地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
こ
の
財
産
を
最
大
限
に
活
か
す

た
め
、
淡
路
人
形
会
館
（
仮
称
）

の
建
設
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
会
館
は
、
淡
路
人
形

座
の
移
転
に
伴
う
集
客
力
の
増
強

を
め
ざ
し
、
福
良
地
区
活
性
化
の

呼
び
水
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
後
継
者
を
育
成
す

る
た
め
の
練
習
場
等
を
整
備
し
、

人
形
座
員
の
指
導
体
制
を
強
化
し

な
が
ら
保
存
伝
承
に
尚
一
層
力
を

注
い
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

先
日
、
徳
島
県
と
兵
庫
県
の
連

携
に
よ
る
「
地
域
再
生
の
し
か
け

づ
く
り
の
方
策
」
が
両
県
の
知
事

同
士
で
合
意
さ
れ
、
そ
の
中
で
人

形
浄
瑠
璃
に
よ
る
活
性
化
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
先
般
も
、

文
化
庁
へ
陳
情
に
上
が
り
、
世
界

に
誇
れ
る
地
域
財
産
へ
の
支
援
を

お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
共
、
地
道
な
活
動
を
積
み

重
ね
な
が
ら
も
、
少
し
の
可
能
性

や
時
期
・
機
会
を
逃
さ
ず
、
積
極

的
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
外

国
人
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
、

中
学
校
の
学
校
生
活
と
高
校
受
験

の
準
備
に
つ
い
て
説
明
す
る
「
就

学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
10
月
26
日
、

西
淡
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ

ル
ー
国
籍
の
親
子
30
人
が
出
席
。

県
教
育
委
員
会
の
職
員
が
中
学
校

の
学
校
行
事
や
高
校
受
験
、
高
校

生
活
な
ど
の
説
明
を
し
た
後
、
経

験
者
か
ら
の
体
験
発
表
と
し
て
、

中
学
生
と
高
校
生
、
大
学
生
、
社

会
人
の
４
人
の
外
国
人
か
ら
話
が

あ
り
ま
し
た
。「
言
葉
の
ハ
ン
デ
ィ

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
早
め
に

準
備
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
参
加
者
へ
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
日
に
併
せ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
神

戸
外
国
人
救
済
ネ
ッ
ト
が
、
ビ
ザ

や
仕
事
、
健
康
な
ど
の
問
題
に
対

処
す
る
生
活
相
談
も
実
施
。ま
た
、

南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会
と
市

教
育
委
員
会
の
共
催
事
業
「
国
際

交
流
サ
ロ
ン
」
も
開
か
れ
、
ブ
ラ

ジ
ル
料
理
の
講
習
と
試
食
会
で
交

流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

▲外国人児童と家族に説明する県教委職員

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
方
の
功
績

を
讃
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技
能
功

労
者
表
彰
式
」
が
11
月
23
日
、
三

原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
次

の
17
人
に
市
長
か
ら
表
彰
楯
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
年
齢
順
、
敬
称
略
）

伊
達　

利
夫
（
広
田
、
石
工
）

原
口　

昌ま
さ

大お

（
神
代
、
建
具
職
）

山
下　

和
美
（
志
知
、
建
具
職
）

上
川　

和
己
（
志
知
、
大
工
）

原
口　
　

勉
（
榎
列
、製
菓
衛
生
師
）

木
戸　

里
明
（
市
、
理
容
師
）

興
津　
　

章
（
津
井
、
製
瓦
職
）

桐
原　
　

勝
（
福
良
、
鉄
工
）

中
川　
　

博
（
松
帆
、
鉄
工
）

原　
　

富
男
（
阿
万
、
製
瓦
職
）

丸
山　

修
司
（
市
、電
気
工
事
士
）

阿
部
眞
智
子
（
阿
万
、
美
容
師
）

山
崎　

信
政
（
阿
那
賀
、電
気
工
事
士
）

榎
本
清
一
郎
（
市
、
畳
職
）

柏
木　
　

渡
（
福
良
、
製
麺
）

居
内　

正
博
（
松
帆
、
左
官
）

的
崎　

俊
英（
広
田
、自
動
車
整
備
士
）

技
能
功
労
者
を
表
彰

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
未
就
園
児
の
親
子

を
対
象
に
幼
稚
園
の
開
放
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
津
井
幼
稚
園
で
は
、

25
組
の
親
子
が
訪
れ
、
幼
稚
園
内

の
遊
具
や
砂
遊
び
で
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
児
の
工
作
や
絵

画
作
品
を
展
示
す
る
「
造
形
展
」

も
西
淡
公
民
館
と
シ
ー
パ
で
開
か

れ
、
多
く
の
来
場
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
は
、
12
月
も

開
催
し
て
い
ま
す
。（
16
・
24
頁

に
関
連
記
事
）

幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
が
始
ま
る

▲幼稚園児と一緒に園内で遊ぶ未就園児

就
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

外
国
人
の
就
学
を
サ
ポ
ー
ト

　

10
月
１
日
、
観
光
圏
整
備
法
に

基
づ
く
「
観
光
圏
」
と
し
て
、
淡

路
島
が
全
国
で
16
地
域
の
う
ち
の

一
つ
と
し
て
国
か
ら
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
の
補

助
金
や
法
律
の
特
例
な
ど
を
活
用

し
、
２
泊
３
日
以
上
の
滞
在
型
観

光
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
の
実

現
に
向
け
て
、
国
際
競
争
力
の
高

い
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
を
促

進
す
る
た
め
、
複
数
の
観
光
地
の

連
携
に
よ
り
観
光
客
の
来
訪
・
滞

在
を
促
進
す
る
地
域
「
観
光
圏
」

の
形
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
動
き
の
中
、８
月
、淡
路
島

の
観
光
に
関
わ
る
３
市
の
観
光
協

会
や
県
、市
な
ど
で
淡
路
島
観
光
圏

協
議
会
を
設
立
。あ
わ
せ
て
淡
路
島

観
光
圏
整
備
計
画
を
策
定
し
、認

定
申
請
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
理
的
特
性
や
多
彩
で

豊
富
な
資
源
を
活
用
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
事
業
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

※
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の
期
間

　

は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

▲「おかえりなさい、神話のふるさと淡路島」をテーマに、
　島内各地で様々な事業が行われます（写真は沼島）

国
が
淡
路
島
を「
観
光
圏
」と
し
て
認
定

観
光
客
誘
致
に
３
市
で
一
丸

　

11
月
12
日
、
文
部
科
学
省
人
権

教
育
研
究
指
定
校
と
し
て
19
・
20

年
度
取
り
組
ん
で
い
る
南
淡
中
学

校
で
、
人
権
教
育
研
究
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
各
地

の
人
権
教
育
関
係
者
や
保
護
者
ら

６
０
０
人
が
訪
問
。
公
開
授
業
や

親
子
人
権
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
人
権
文
化
が
根

付
く
学
校
や
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
、
生
徒
と
共
に
取
り
組
ん
だ
成

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

南
淡
中
学
校
で
人
権
教
育
研
究
発
表
会

▲人権問題の各種テーマごとに行われた公開授業

高
額
寄
附

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　（11月18日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 37件 15,998,000円

市外（島内） ３件 205,000円

市外（島外） ９件 1,754,140円

合計 49件 17,957,140円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

川
原
啓ひ
ろ
あ
き亮
さ
ん
（
八
木
）
が
、

古
希
を
迎
え
た
記
念
に
と
、
南
あ

わ
じ
市
へ
１
０
０
万
円
を
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
中
田
市
長
に
「
市

の
活
性
化
の
た
め
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
６
か
所
の
市
立
幼

稚
園
で
「
幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
」
が

▲中田市長に寄附金を手渡す川原さん（右）

ふ
る
さ
と
納
税




